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大気エアロゾル観測と富士山測候所の利活用

:NPOIこ よる 「設営」について

Utilization of h/1t.Fuli VVeather Statlon for the Observation

of Atmospheric AerosoにLogistics as an NPO Site

土器屋 由 紀子 *

YLlkikO DOKIYA*

英語の 「logisticsJを 「設営」と不□訳 したのは,日 本
電地研究振興会を起こし,南 極観測を支え続けた故 鳥
電鉄也南極越冬隊長 (第 4次 ,莞 8次 )で ある。兵姑用
轟である 「logistics」が南極観滅Jβ家サポー トの総括用語
として正式に採用されたのは 1961年 の第 5回 南極研究
苓1学委 員会 (SCAR)で あ った という (鳥居,2007)。
それが 「設営」と訳されたことによ りその後,観 演」研究
サホー トの仕事一般に用いられるようにな つた。

富士山頂は年間を通 してほ とん どのB寺間,自 由対流
目の条件を満たす。そのため,越 境大気汚染などに出来
する大気エアロゾル観測にとつて理想的な地点の一つで
あるが,2004年 に無人化されて以来,観 演」は中断され
ていた。 日本の自由対流圏の連続観測のよいデータが得
られ始めた時期でもあ り継続を求める研究者たちは,研
究会を作 り保存をlaJきかけたが,公 的施設 としての継続
は不可能であつた。そのため,貴 重な歴史道産でもある

測候所施設 (写真 1)の 取 り潰 しをまぬがれるために,
2005年 に(財)静岡総合研究機構の渡辺豊博研究室長 (現
都留支科大学教授)の 協力を得て,NPO法 人 「富士山
渡」候所を活用する会」を設立 した。慣れない 「設営」に

関わることになつてしまつたのである。
2007年 春に庁舎管理に関する法律が改正されたこと

に伴い,5月 に気象庁の公示を受けて競争入札に参力Bし,
庁舎の一部を借用 した。7-8月 には初めての NPOに

よる設営 が行われた。具 体的 には山頂の維持管理のた
めに 7名 の登山家を雇用 し,常 時 3名 体制で管理 を行
い.研 究者は順次施設を利用 している。山頂維持管理の

中心は,気 象庁時代に輸8寺職員として)員」候所の勤務経験
を持つ 2名 の登山家に交代で班長をお願い し,III員も山
小屋勤務経験者やヒマラヤ登山経験者などである。安全
第一の設営のためであ り,夏 には 30万 人の登山者 が集
中するという富士山の特殊性にも適応 して,2007年 と
2008年 の夏季 2か 月は無事に維持管理が行われている。

その結果,」 AMSTEC(海 洋研究開発機構)と の共同
研究な どによる 03,CO,BC,エ アロソルな どの源J定
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が再開され,国 立環境研究所の委託研究で C02の 〉貝J定
が開始 されている。 このほか,NPOに よる設営の新 し

い成果としては,大 気化学のみならず,高 所医学,放 射

線科学,永 久凍土など,気 象庁が管理 していた時代には
できなかつた他分野の研究への利用も可能にな つた く成

果の一部については本誌前号参照)。
2008年 には研究課題を公募 したところ,海 外からの

応募もあ り,昨 年は台湾 ・中央大学 G.R Sheu教 授と
の共同研究も始 まり.本 年はフランスの雪氷 ・環境地球
物理研究所の P Lai博 士 と金沢大学のグループも参力0

する予定で,東 アジアネ ッ トワーク観測を模索 している。

なお,台 湾の Lull∩山ベースラインステーシ ョンではす
でに 2006年 から微墨気体 ・エアロゾルなどの連続観測
が始 まつてお り,ネ バールの ABC(NCO)ピ ラミッ ド

観演」所や。中国な どでも高所山岳での連続観演」が 21世

紀に続々と始 まつている。 したがって,富 士山は夏季 2

ヶ月のみの観演」で,ネ ッ トワーク構想の中では肩身の狭
い思いを している。

今年度の観測で,国 立環境研究所がバ ッテ リーを用い
て,C02の 通年観測に挑戦する。今後エアロソル等他の

成分へも拡げていかなければならない。そのための遠隔
観渡」,NOxフ リー電源の開発なども検討 している。

NPOの 設営でもつとも頭の痛い問題は資金難である。
現在、山頂 の維 持 経 費 は,」 AMSTECと の 共 同研 究,
国立環境研究所や新技術振興渡辺記念会からの委託研究
などを中心に,会 費や株式会社電通な どの協力事業費,
その他の寄付金などでや り繰 りしているが,夏 季 2ヶ 月
の維持にも充分ではない。今年度,早 稲田大学大河内博
教授を中心とした 「年賀寄付金Jへ の応募が採択にな り,
少 し明るい見通 しもあるが,昨 年は,春 先の雪害で電柱
が被害を受け,予 定外の出費が嵩み,財 政難は続いてい
る。大気化学観測にとつての,最 重要課題である通年観
)貝Jの実現は,資 金的にも難 しい現状である。本年は第 1

期の貸 し出 し契約 (3年 )の 最終年である。次の契約に
向けて,利 用希望は増加の一途をたどってお り,期 待は
大きいが,解 決するべき閣題も山積 している。

NPOが 発足 した 2005年 の年末,南 極 カ レンダーに

添えて鳥居先生から思いがけず励 ましのお手紙をいただ
いた。昨年亡 くなられたことが残念でならない。これか
らも多くの困難が予想される 「富士山測候所」の設営で,
「南極」に学ぶところは大きいと感 じている。
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